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　ユネスコは、皆様にご挨拶と、持続可能な開発への大きな希望と信念をお届けします。私は、
ユネスコのメディア情報リテラシープログラム専門家のアルトン・グリズルと申します。まず、
この重要なイベントにユネスコを招待してくださった法政大学の坂本旬さんと村上郷子さんにお
礼を申し上げます。
　ユネスコは、この第一回日韓メディア情報リテラシー・シンポジウムに参加できたことを嬉し
く思います。これはメディア情報リテラシーにとって歴史的なパートナーシップです。日本は
ユネスコの長年のパートナーであり、日本基金信託プログラムを通じてユネスコのMIL（メデ
ィア情報リテラシー、以下MIL）活動を最初に支援した国の一つです。ユネスコと日本は現在、
アフリカの若者のための重要なMILプロジェクトを実施するために提携しています。
　今回の第 1回日韓MILシンポジウムは、韓国との共催で開催された「グローバルMILウィ
ーク 2020」の 10周年を記念して開催されたものです。今年のテーマは「偽情報パンデミック
に対抗する万人による、万人のためのMIL」です。二度目の繰り返しになりますが、「万人によ
る、万人のためのMIL 」です。これは、今日の歴史的なつながりの中で非常に重要なことです。
背景や教育レベルの違いに関わらず、信念や人種や信条の違いに関わらず、私たちは皆、MIL
の能力を必要としています。そして、宗教的背景や性別にもかかわらず、我々のすべてがMIL
を必要としています。また、重要なことは、我々は万人のためにMILを促進するための機関と
しての役割を支持しています。万人による、万人のためのMILは、今日の我々の社会が必要と
しています。
　この日韓シンポジウムのように、2020年のグローバルMILウィークもまた歴史的なもので
す。なぜなら、コロナという前代未聞のパンデミックが発生したために、このウィークの祝賀行
事が完全にオンラインで行われたのは今の時代にはない、初めてのことだからです。
　ユネスコは、世界的にMIL開発への支援を行っている日本と韓国に感謝の意を表します。万
人のためにMILを実現するための協働は非常に急務です。今回の日本と韓国のシンポジウムは、
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世界的にMILを促進するために必要とされる小規模や大規模の協働の一例でもあります。
　これがユネスコMILアライアンスの動機であり、ビジョンです。ここでは、ユネスコMIL
アライアンスを例に、どのようにしてMILのための協力を深めていくことができるのかについ
て、この短い発言の残りの部分に焦点を当てていきたいと思います。また、最近ユネスコが発表
した出版物をご覧いただきたいと思います。これは、アジアのMIL教育、日本、タイ、インド
ネシア、マレーシア、フィリピンのMILの政策と実践を探った非常に重要な出版物です。これ
はユネスコのバンコク事務所が発行しています。さて、残りの発言に焦点を戻しましょう。
　国、組織、人とのパートナーシップのない世界を想像してみてください。持続可能な開発目標
（SDGs）17は、すべての SDGsを達成するために、グローバルなパートナーシップと実施のた
めの仕組みを早急に求めています。
　この同じ精神に基づき、ユネスコはMILに関する主要なネットワークであるユネスコMIL
アライアンス（旧称：メディア情報リテラシー・パートナーシップのためのグローバル・アライ
アンス（GAPMIL））を再発足させます。今後、私たちは、万人のためのMILのために連携を
深めようとする次の 5つの言葉を慎重に、そして協働的に考えるべきです。5つの言葉です。言
葉には意味があります。この 5つの言葉はユネスコMILアライアンスの文脈には重要な意味が
あります。第一の言葉は「起源」、第二は「意味」、第三は「倫理」、第四は「協働」、第五は「運
命」です。
　起源：ユネスコMILアライアンスは、2013年にナイジェリアのアブジャで開催された第 1回
「MILに関するパートナーシップのためのグローバル・フォーラム」にその起源を持つことにな
りました。それから 7年後、この先駆的なフォーラムは、ナイジェリア政府とスウェーデン国
際開発協力庁の協力のもと、ユネスコが主催しました。設立から 7年が経過した今、特にコロ
ナ禍の偽情報パンデミック時代には、MILの必要性がこれまで以上に明らかになってきており、
その使命の関連性が高まっていることを目の当たりにしています。ユネスコMILアライアンス
の活動の範囲と影響力を拡大し、深めていくことが急務です。私たちは、その上に目的を持って
戦略的に構築することができるように、基礎を築いたことを忘れてはなりません。そして、日本
と韓国のすべての大学とパートナーに、ユネスコMILアライアンスだけでなく、ユネスコMIL
と異文化間対話大学ネットワークに参加し、役割を作ってくれたことに感謝しています。
　第二の言葉は、意味です。意味：ユネスコMILアライアンスの目的は明確です。それは、パ
ートナーシップ、本当のパートナーシップを通じて、万人のためのMILを前進させることです。
したがって、再発足、再配置、再強化にもかかわらず、アライアンスの基本的な目的は、変わり
ません。これらの目的には次のようなものがあります。
●世界的にMIL開発を推進するための主要な戦略的パートナーシップを明確にすること。
●MILコミュニティが、政策の必要性を含む重要事項について、統一された声で発言し、対処
できるようにすること。
●世界のMIL関連のネットワークや提携に共通のプラットフォームを提供することで、MILを
複合概念として扱うための戦略をさらに深化させ、情報メディアと技術的能力の収束、国内、
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地域、国際的なイニシアチブの収束、そしてグローバルな影響力の増幅を確実なものにするこ
と。
　人々が情報、メディア、デジタル技術との関わりの中で意味づけをすることこそが、MILの
存在意義であることを忘れてはなりません。ユネスコMILアライアンスとその国際運営委員会
のメンバーは、この戦略的な動きを積極的に支援しています。日本の大学のパートナー、韓国の
パートナー、韓国国内委員会、その他アジア地域の多くのパートナーが、MILの情報とエンゲ
ージメントに沿って世界についての意味を効果的につくり、人々に意味を与えることに貢献して
いることに改めて感謝します。
　第三の言葉は倫理です。倫理：ここには、MILライフのもう一つの重要な機関があります。
それは、検証可能な情報、真実、透明性の追求であり、批判的思考と意味づけに不可欠なもので
す。MILの学習を擁護することは一種の天職です。そう、MILの擁護者として、ある種の天職
になります。
　私たちは、倫理と真実の最高基準に自分自身を保持する必要があります。映画「フィフス・エ
ステート／世界から狙われた男」のキャッチフレーズにあるように、"自分の秘密を暴くことな
く、世界の秘密を暴くことはできない ... "のです。
　四つ目の言葉は「協働」です。コラボレーション：これと他の 4つの言葉は統合されており、
横断的です。私たちの収集するビジョン、精神、心、資源、犠牲を組み合わせることで、私たち
は成功し、万人のためのMILを達成することができます。
　協働の精神は、相互尊重と互恵的な関係を求めています。今回のMILのための第 1回日韓シ
ンポジウムが、MILを推進するための関係者と両国の間の真の強力で相互に有益な関係の出発
点となることを願っています。
　第五の言葉は「運命」です。運命：偉大なボブ・マーリーが歌っているように -彼は亡くなり
ましたが今も歌っています。音楽と言葉の力は今も生きています。「この明るい未来には過去を
忘れることはできない。」そこには真実への希望があります。そして、MILは喫緊の一つの道筋
に過ぎません。
　個人的にも集団的にもMILを推進しているすべての組織、すべての利害関係者、そしてユネ
スコMILアライアンスのすべてのメンバーにとって、未来は明るいものになりうるでしょう。
真実とMILが勝利すれば、あらゆる年齢層のすべての女性と男性にとって、さらに明るい未来
になるでしょう。MILを国際開発のアジェンダに恒久的に位置づけることが急務です。
　先にも述べたように、MILに関するパートナーシップのグローバル・アライアンス（GAPMIL）
の位置づけを変更したことを受けて、ユネスコMILアライアンスに正式名称が変更されました。
また、ロゴを含むビジュアル・アイデンティティも刷新されました。新しいユネスコMILアラ
イアンスのロゴは、ウェブサイトで見ることができます。
　ユネスコMILアライアンスのテーマ別委員会は、プライバシー、ジェンダー平等、青少年、
人工知能など、MILのさまざまなテーマ別分野に取り組むために、テーマ別委員会、MILを推
進するテーマ別作業部会、ユネスコMILアライアンスと連携など、徐々に活性化されています。
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　また、国内レベルのアライアンスや支部の開発、組織化を刺激し、再活性化を図るとともに、
MILユースアンバサダーを通じた青年委員会の強化を図っています。このアライアンスの青年
支部は、グローバルコーディネーター、MILユースアンバサダー、地域コーディネーターで構
成されており、多くの青年団体やネットワークを巻き込んだ青年主導のMIL関連プロジェクト
を多数実施しています。MILアライアンス 2.0のその他の新機能としては、毎月のニュースを
更新することで、会員や新規会員候補者をはじめとするすべての関係者にアライアンスの最新の
活動や成果を定期的にお知らせしています。
　2019年に 2年間の任期で選出された新しい国際運営委員会は、「起源」「意味」「倫理」「協働」
「運命」に貢献しています。ユネスコが注目してほしい 5つの言葉です。シンポジウムを続けて
いく中で、万人のためのMIL、つまり、起源、意味、倫理、協働、そして運命を提唱する活動
を続けていく中で、あなたがたはこのような活動を続けていくことができるのです。｢運命｣ と
は、世界の市民の心をMILに力を与え、揺さぶるための真の変化です。真実を求めて団結しま
しょう。万人のためのMILのために団結しましょう。そして、真の持続可能な開発と変化を共
に起こすことを願っています。ユネスコと私は、皆様の協力に感謝したいと思います。
　今回の初めての日韓MILシンポジウムの成果を楽しみにしており、今後も協力を続けていき
たいと思います。再び真実のために共に立ち上がろうではありませんか。万人のためのMILの
ために共に立ち上がろうではありませんか。そして、真の変化と持続可能な発展のために共に立
ち上がろうではありませんか。ありがとうございました。
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